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『 
宮
沢
賢
治
の
歌 

』 

  

平
成
二
十
四
年
六
月
七
日
に
熊
谷
短
歌
会
文
学
散
歩
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
『
宮
沢
賢
治
の
歌

碑
』
訪
ね
る
コ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
解
説
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
抜
粋
で
す
が
、
賢
治

が
若
い
頃
に
熊
谷
を
訪
れ
、
短
歌
を
残
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

 

一 

略
歴 

・ 

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
年
）
岩
手
県
花
巻
市
に
生
ま
れ
る
。
詩
人
・
童
話
作
家 

・ 

生
前
刊
行
は
『
春
と
修
羅
』
と
短
編
童
話
集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』（
一
九
二
四
年
）
の
み 

・ 

死
後
発
見
さ
れ
た
遺
作
の
メ
モ
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』、
遺
作
童
話
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』『
風
の
又
三
郎
』 

・ 

短
歌
は
、
石
川
啄
木
の
影
響
を
強
く
う
け
る
。 

・ 

短
歌
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
か
ら
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
十
年
間
足
ら
ず
。 

・ 

そ
れ
以
降
は
、
本
格
的
に
詩
や
童
話
へ
転
向
。 

・ 

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
急
性
肺
炎
で
死
去
し
た
。
享
年
三
十
七
歳
。 

・ 

死
後
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
『
宮
沢
賢
治
歌
集
』
が
、
日
本
書
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
。 

 二 

熊
谷
市
近
郊
の
歌 

・ 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
二
日 

午
前
中
帝
室
博
物
館
を
見
学
し
た
後
、
秩
父
地
方
の
土
質
・
地
質
調
査
見
学
の
盛
岡
高
等
農
林
学
校

二
年
生
一
行
二
三
人
と
上
野
駅
で
合
流
し
て
、
上
野
発
一
一
時
二
〇
分
発
の
列
車
に
乗
車
、
熊
谷
駅

一
三
時
一
三
分
に
到
着
し
た
。 

 

・
熊
谷
寺
（
熊
谷
次
郎
直
実
・
蓮
生
坊
）
を
訪
れ
て 

 

□ 

熊
谷
の
蓮
生
坊
が
た
て
し
碑
の
旅
は
は
る
ば
る
と
泪
あ
ふ
れ
ぬ 

 
 

・
宵
闇
の
頃
、
西
空
に
沈
も
う
と
す
る
蠍
座
を
み
て 

□ 

武
蔵
の
国
熊
谷
宿
に
蠍
座
の
淡
々
と
光
り
ぬ
九
月
の
二
日 

・
賢
治
一
行
は
、
熊
谷
の
「
松
坂
屋
」
に
一
泊
し
た
。 

 
 
 
 
 

八
木
橋
百
貨
店
前
の
歌
碑 
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・
大
正
五
年
九
月
三
日
、
秩
父
鉄
道
で
寄
居
に
向
か
う
。
立
ケ
瀬
断
層
、
象
の
鼻
な
ど
を
観
察
。 

□ 
毛
虫
焼
く
ま
ひ
る
の
火
立
つ
こ
れ
や
こ
の 

秩
父
寄
居
の
ま
し
ろ
き
そ
ら
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

寄
居
町
荒
川
河
畔
の
歌
碑 

・
荒
川
に
沿
っ
て
、
末
野
の
石
切
り
場
、
長
瀞
の
「
虎
岩
」
な
ど
を
観
察
。 

□ 

つ
く
づ
く
と
「
粋
な
模
様
の
博
多
帯
」
荒
川
ぎ
し
の
片
岩
の
い
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

寄
居
町
荒
川
河
畔
の
歌
碑 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

□ 

山
峡
の 

町
の
土
蔵
の
う
す
う
す
と 

夕
も
や
に
暮
れ 

わ
れ
ら
も
だ
せ
り 

・
国
神
の
宿
「
梅
乃
屋
」
に
宿
泊
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

小
鹿
野
町
役
場
前
の
歌
碑 

・
大
正
五
年
九
月
四
日
。
早
朝
、
馬
車
三
台
に
分
乗
し
て
小
鹿
野
町
に
向
か
う
。
い
っ
た
ん
小
鹿
野
町
の
旅
館
「
本

陣
寿
旅
館
」
に
荷
物
を
置
い
て
、
泉
田
に
あ
る
地
層
の
露
頭
「
よ
う
ば
け
」
観
察
。 

 

・
夕
暮
れ
頃
、
旅
館
へ
の
帰
途
、
次
の
歌
を
詠
み
同
旅
館
に
宿
泊
。 

□ 

さ
わ
や
か
に 

半
月
か
か
る 

薄
明
の 

秩
父
の
峡
の
か
え
り
み
ち
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
鹿
野
町
お
が
の
化
石
館
脇
の
歌
碑 

※ 

今
度
、
賢
治
の
歌
碑
を
訪
ね
て
秩
父
路
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 ・
大
正
五
年
九
月
五
日
。
小
鹿
野
か
ら
途
中
馬
車
も
利
用
し
て
三
峰
に
向
か
う
。 

 

・
夜
は
三
峰
神
社
宿
坊
に
宿
泊
。
星
月
夜
で
あ
っ
た
が
雷
も
あ
っ
た
。 

□ 

鳳
仙
花 

実
を
は
じ
き
つ
つ
行
き
た
れ
ど 

峡
の
流
れ
の
碧
く
か
な
し
も 

 

□ 

星
あ
ま
り 

む
ら
が
る
ゆ
ゑ 

み
つ
み
ね
の 

そ
ら
は
あ
や
し
く
お
も
は
ゆ
る
か
も 

 

□ 

ほ
し
の
夜
を 

い
な
び
か
り
す
る
三
み
ね
の 

山
に
ひ
と
り
し
な
く
か 

こ
ほ
ろ
ぎ 
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三 
賢
治
の
歌
集
よ
り 

  
 
 

・
明
治
四
四
年
（
十
六
歳
）
前
年
、
盛
岡
中
学
に
入
学
。
寄
宿
舎
に
入
る
。 

 

□ 

中
尊
寺 
青
葉
に
曇
る
夕
暮
れ
の 

そ
ら
ふ
る
わ
し
て
青
き
鐘
鳴
る 

 

□ 

あ
す
の
朝
は
夜
あ
け
ぬ
ま
へ
に
発
つ
わ
れ
な
り
母
は
鳥
の
骨
な
ど
煮
て
あ
り 

 

□ 

鉛
筆
の
こ
な
に
よ
ご
れ
し
て
の
ひ
ら
と
ギ
リ
シ
ャ
文
字
と
を
風
が
吹
く
な
り 

 
 

・
大
正
三
年
（
十
九
歳
）
盛
岡
中
学
校
卒
業
。
蓄
膿
症
手
術
。
発
疹
チ
フ
ス
で
発
熱
。 

 

□ 

地
平
線 

か
が
や
き
の
紺
も
い
か
に
せ
ん 

透
明
薔
薇
の
身
熱
よ
り
来
し
な
れ
ば 

 

□ 

粘
膜
の 

赤
き
ぼ
ろ
き
れ 

の
ど
に
ぶ
ら
さ
が
り 

か
な
し
き
い
さ
か
い
を 

父
と
ま
た
す
る 

 
 

・
藤
村
操
「
巌
頭
之
感
」
を
賢
治
が
読
ん
で
詠
っ
た
歌
の
よ
う
だ
。 

 

□ 

何
と
な
れ 

こ
の
岸
壁
の
舌
の
上
に
立
た
ざ
る 
な
ん
じ 

何
と
て
立
た
ざ
る 

 
 

・
大
正
四
年
（
二
〇
歳
）
盛
岡
高
等
農
林
学
校
に
主
席
入
学
。
自
啓
寮
に
入
る
。 

 

□ 

を
ち
や
ま
に 

雪
か
が
や
く
を
雲
脚
の 

七
つ
森
に
は
お
き
な
草
咲
く 

 
 

・
大
正
五
年
、
秩
父
地
方
の
土
性
・
地
質
調
査 

 

□ 

東
京
の 

光
の
カ
ス
に
わ
か
れ
ん
と 

ふ
り
か
え
り
み
て 

ま
た
い
ら
だ
て
り 

 
 

・
大
正
六
年 

 

□ 

ベ
ム
ベ
ロ
は
よ
き
名
な
ら
ず
や 

ベ
ム
ベ
ロ
の 

み
じ
か
き
銀
の
毛
は
う
す
び
か
り 

 

□ 

柏
ば
ら 

ほ
の
ほ
た
た
え
る
た
い
ま
つ
を 

ふ
た
り
か
た
み
に 

吹
き
て
あ
り
け
り 

 

□ 

香
た
き
て 

ち
ち
は
は
来
る
を
待
て
る
間
に 

は
や
う
す
あ
か
り
そ
ら
を
こ
め
た
り 

 
 

・
大
正
九
年
（
二
五
歳
）
盛
岡
高
等
農
林
学
校
得
業
、
引
き
続
き
研
究
生
。 

 

□ 

ニ
ッ
ケ
ル
の 

雲
の
ま
し
た
に 

い
ら
だ
ち
て 

し
ら
し
ら
燃
ゆ
る 

ア
ー
ク
燈
あ
り 

 
 

・
大
正
九
年
（
二
五
歳
）
盛
岡
高
等
農
林
学
校
研
究
科
を
修
業 

 

□ 

雲
焼
け
の 

か
ら
た
ち
坂
を 

ほ
こ
ら
か
に 

油
瓶
も
て 

お
り
く
る
児
あ
り 

 

□ 

天
雲 

わ
め
き
の
中
に
湧
き
い
で
て 

い
ら
だ
ち
燃
ゆ
る 

サ
イ
プ
レ
ス
か
も 

 
 

・
大
正
十
年
（
二
六
歳
）
盛
岡
高
等
農
林
学
校
研
究
科
を
修
業 

 

□ 

五
十
鈴
川 

水
か
さ
ま
し
て
あ
ら
ぶ
れ
の
人
の
こ
こ
ろ
も
き
よ
め
た
ま
は
ん 

  
 
 

※ 

賢
治
は
、
僅
か
十
年
位
の
間
に
多
く
の
歌
を
残
し
て
い
る
の
は
さ
す
が
に
才
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。 


